


艶有り仕上げ （23℃）

工　程 材　料 調　合
（重量比）

所要量
（kg/㎡） 塗回数

間隔時間（hr）
備　考

工程内 工程間 最終養生

1. 洗　浄

。いさだくてし浄洗でーパースーナーリクKSは染汚物生微や染汚な微軽な的般一 ①
　（1）汚れの状態に応じてSKクリーナースーパーを清水にて適宜希釈してください。

に一均に面表地目びよおルイタ器磁陶るいてれ汚てい用を具器のどなーレプスをーパースーナーリクKSたし釈希 ）2（　
塗付してください。

し浄洗を面塗被に分十てに洗水圧高はたま、い洗水らがなしをグンシッラブ、後たし置放度程）℃32（分01～5 ）3（　
てください。特に目地部に粉化物（エフロ層）が残らないよう注意深く洗浄してください。目地部に粉化物（エフ
ロ層）が残存しているとタイルフレッシュ塗装時に仕上がりむらを生じることがありますので、目地部を均一な下
地にしてください。

。いさだくてし返り繰度再を程工記上は合場いなち落がれ汚で回1 ）4（　
。いさだくてし浄洗でOENンーリクルイタは合場いどひが度程のれ汚 ②

にぐす、し流い洗で水清をれ汚な微軽の面ルイタ器磁陶るなと象対の浄洗め予は合場るす用使をOENンーリクルイタ ）1（　
次工程に入ってください。

。いさだく用使ごてし釈希に安目を倍3～0で水清りよに度程のれ汚はOENンーリクルイタ ）2（　
に面表地目びよおルイタ器磁陶で等プッモや毛刷、ーラーロ、てしと安目を㎡/g06～04をOENンーリクルイタ ）3（　

均一に塗付し、1～5分程度放置した後、洗浄用パット（下記写真参照）等を用いてブラッシングを行い、その後
モップ等で拭取り、水洗にて十分被塗面を洗浄してください。特に目地部に粉化物（エフロ層）が残らないよう
注意深く洗浄してください。目地部に粉化物（エフロ層）が残存しているとタイルフレッシュ塗装時に仕上がりむらを
生じることがありますので、目地部を均一な下地にしてください。

を等ーパーレクス、シラブーヤイワめ予、かるす付塗らがない行をグンシッラブは合場いなち落がれ汚で程工記上 ）4（　
用いてこれらを除去してからタイルクリーンNEOを塗付してください。

③ 洗浄後は洗浄跡が残っていないことを確認した上で、下地を十分に乾燥させてから次工程に入ってください。なお、
下地の乾燥は、3日以上を目安としてください。

ウールローラー
刷毛

2. 上塗り

タイルフレッシュ 主剤 100
0.16～ 0.20

2 3以上
7日以内 － 24以上

ウールローラー
刷毛
エアレススプレーガン

タイルフレッシュ 硬化剤 7.14

塗料用シンナーA 0～10 －

艶消し仕上げ （23℃）

工　程 材　料 調　合
（重量比）

所要量
（kg/㎡） 塗回数

間隔時間（hr）
備　考

工程内 工程間 最終養生

1. 洗　浄 上記参照 上記参照

2. 上塗り①

タイルフレッシュ 主剤 100
0.08～ 0.10

1 － 3以上
7日以内 －

ウールローラー
刷毛
エアレススプレーガン

タイルフレッシュ 硬化剤 7.14

塗料用シンナーA 0～10 －

3. 上塗り②

タイルフレッシュ艶消し 主剤 100
0.08～ 0.10

1 － － 24以上
ウールローラー
刷毛
エアレススプレーガン

タイルフレッシュ 硬化剤 7.14

塗料用シンナーA 0～10 －
※　上塗り①には必ず艶有りの★タイルフレッシュを施工してください。目地部の吸い込みが著しい場合は、上塗り①を増し塗りしてください。
注）  シーリング材の上に★タイルフレッシュを直接施工した場合、塗膜が密着しないことや、ひび割れの原因となることがあります。シーリング材は原則として、後打ちにて 

施工してください。先打ちの場合は予め養生を行ってから、施工に入ってください。

■下地
。いさだくてっ取き拭に分十、でのすまりあがとこるじ生を合具不に膜塗、は合場るいてし存残に面表が脂樹シキポエ、し入注を脂樹シキポエで修補 ）1（

■ SKクリーナースーパー、タイルクリーンNEO
。いさだくでいなめ高を度濃に上以要必、は際の釈希水 ）1（

。すで法方な的済経も最、がとこるす定決を率釈希な性適らがなしトステ。すまりあが幅に率釈希、し対にれ汚 ）2（
。いさだくてしい洗水にかや速、は合場たっ入に口や目 ）3（

。いさだくてし用着を等鏡眼護保、袋手護保はに時業作い扱取 ）4（
。いさだくてっ入に工施、らかてっ行を生養め予、でのすまりあがれそおすぼ及を響影にどな魚賞観の池び及木植、木樹 ）5（

、めたるす止防をれこ、でのすまりあがとこるじ生を状異のどな解溶や色変、とるす着付にどな面スラガや面装塗が剤浄洗のられこ ）6（
予め養生を行ってから、施工に入ってください。

。いさだくてけ避を用使の剤浄洗、は合場いくにれとがれ汚に的理物、く粗が状形面表 ）7（
。いさだくてけ避はとこるす用使てし合混と等剤白漂、剤浄洗の他めたるあで剤浄洗の性酸はOENンーリクルイタ ）8（

。いさだくてけ避に対絶でのすまりあが合場るせさ下低を果効浄洗たま、げ妨を用作透浸、は用使ごるよに液原のーパースーナーリクKS ）9（
）10（ 養生を必要とする場合は、不浸透性のシートを使用してください。
）11（ これらの洗浄剤が残存しないように大量の水で十分に水洗してください。水洗が不十分な場合、★タイルフレッシュの性能が低下し、剥離の原因となります。

■タイルフレッシュ
★塗料用シンナーAでの希釈率は、スプレー塗り時で「5～ 10」、刷毛・ローラー塗り時で「0～ 5」となります。なお､ ウールローラーは ｢無泡｣ ｢消泡｣ タイプのもの ）1（
をご使用ください｡
★塗料用シンナーA で希釈する製品については、★塗料用シンナーA の他、★塗料用シンナーX もご使用いただけます。ただし、その他の材料の使用は避けてください。 ）2（
気温 5℃以下、湿度 85％ RH 以上での施工は避けてください。★タイルフレッシュは、水分を嫌いますので、洗浄後の目地部の乾燥、建物北面の朝方の結露等の乾燥に十 ）3（
分注意してください｡

。いさだくてけ避は工施の際るれさ想予が風強・雪降・雨降 ）4（
。いさだくてし拌撹に分十、し守厳を比合調の剤化硬・剤主、でのすで形化硬応反液二 ）5（

★タイルフレッシュの所要量は、タイルの種類や状態、目地の劣化状態によって変化することがあります。 ）6（
 ）7（

。いさだくてし定決を様仕い行を工施験試じ応に要必、でのすまりあがとこるじ生をらむみ込い吸、はてっよにい合度の化劣るよに年経 ）8（
★タイルフレッシュ各材料は、主剤と硬化剤を指定の比率で調合し、電動ミキサーなどで十分に撹拌混合（2 分以上）してご使用ください。主剤と硬化剤の混合比率が不
適切であったり、他の材料と混合したり、硬化剤を投入しなかった場合、低汚染機能が発揮されませんので、必ずこれを厳守してください。また材料調合後は、缶に表示
されている可使時間内に使い切るようにしてください。なお、塗料の温度は保管場所により大きく影響を受けますので、ご注意ください。

 ）9（

）10（ 上塗材は所定の乾燥時間（最終養生時間）を厳守してください。施工後、塗膜が乾燥するまでの時間内に降雨などにより、塗膜表面が長時間、水分がかかった状態になり
ますと、所定の低汚染機能が発揮されない場合があります。低汚染機能は乾燥後の塗膜で発揮されるため、乾燥過程で降雨などが予想される場合は、シート養生を行う
などして、塗膜表面に雨が当たらないよう、所定の乾燥時間面を厳守してください。

艶消し仕上げの場合、目地部の白化などの仕上がり異状を生じる場合がありますので、1 回目に必ず★タイルフレッシュ（艶有り）を塗付してから、★タイルフレッシュ艶消
しを塗付してください。なお、目地部での吸い込みが著しい場合は、★タイルフレッシュ (艶有り ) を増し塗りしてください｡

）11（ 施工部位により、低汚染性が十分に発揮されないケースがあります。特に傾斜壁の下端部、笠木などの水切のない部位、窓廻りで水切りが不十分な場合、汚れが溜まり
やすい目地の下部、雨がかからない部位などは注意が必要です。
）12（ 艶調整品につきましては、沈殿物を生じることがありますので、よく撹拌し、均一な状態でご使用ください。
）13（ 性能に支障をきたす可能性がありますので、当社指定以外の材料を混ぜないでください。

参考：洗浄用パット例
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